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コンゴ民主共和国

142位

　
そ
れ
で
は
今
、
世
界
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に

あ
る
の
か
。

　
国
連
開
発
計
画（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）が
発
表
し
た「
人

間
開
発
報
告
書
２
０
１
３
」
に
よ
る
と
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
平
等
が
進
ん
で
い
る
国
の
上
位
は
北

欧
諸
国
、
下
位
は
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
が
多

い
。
保
健
医
療
、
国
会
議
員
の
数
、
教
育
、
労

働
市
場
へ
の
参
加
の
観
点
か
ら
割
り
出
し
た
順

位
だ
が
、
日
本
は
21
位
と
、
決
し
て
〝
優
等
生
〞

と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
数
字
で
は
な
い
。

　
し
か
し
開
発
途
上
国
と
な
る
と
、
そ
の
状
況

は
さ
ら
に
深
刻
だ
。
貧
困
、
教
育
、
保
健
医
療
、

災
害
な
ど
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
お
い
て
、
厳
し
い

環
境
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
女
性
が
多
い
の
が

現
実
。
女
性
は
開
発
の
重
要
な
担
い
手
と
な
る

べ
き
―
。
国
際
社
会
は
そ
の
よ
う
な
認
識
の
下
、

２
０
０
０
年
に
設
定
さ
れ
た
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開

発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
で
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

の
推
進
と
女
性
の
地
位
向
上
」
を
目
標
の
一
つ

と
し
て
掲
げ
た
。「
こ
の
目
標
だ
け
で
な
く
、
８

つ
の
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
全
て
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
の
視
点
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
は
ず
で
す
」

と
目
黒
教
授
。Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
受
け
継
ぐ
「
ポ
ス
ト

２
０
１
５
開
発
ア
ジ
ェ
ン
ダ
（
ポ
ス
ト
Ｍ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）」
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
重
視
さ
れ
る
べ

き
項
目
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
日
本
で
も
、
最
近
、
新
た
な
風
が
吹

き
始
め
て
い
る
。
昨
年
９
月
、
安
倍
晋
三
内
閣

総
理
大
臣
が
国
連
総
会
で
行
っ
た
演
説
を
覚
え

て
い
る
だ
ろ
う
か
。「
日
本
が
主
導
し
て
〝
女
性

が
輝
く
社
会
〞
を
つ
く
っ
て
い
く
」。
こ
の
言
葉

は
、
世
界
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
と
向
き
合
い
、

日
本
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
っ
て
解
決
に
挑
ん

で
い
く
と
い
う
決
意
の
表
れ
だ
。
そ
ん
な
〝
ウ

ィ
メ
ノ
ミ
ク
ス
〞
の
時
代
を
実
現
す
べ
く
、
ま

ず
は
国
内
か
ら
と
、
女
性
の
国
会
議
員
や
企
業

の
幹
部
の
数
、
育
児
を
し
な
が
ら
の
就
労
環
境

な
ど
を
改
善
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
も
あ
る
。

　
全
て
の
人
が
、
自
分
た
ち
の
人
生
に
誇
り
を

持
っ
て
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
―
。
先
進
国
、
途

上
国
は
共
に
、
そ
ん
な
世
界
を
目
指
し
て
歩
み

を
進
め
て
い
る
。

世
界
の
女
性
に
寄
り
添
う
日
本

〝
女
の
子
だ
か
ら
〞
奪
わ
れ
る
チ
ャ
ン
ス

女 性 の 輝 き を 　 力 に
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特 集  ジェンダー

バングラデシュ・ノルシンディ県の道路沿いで枯れ枝を集める少女。開発途上国では
家の手伝いなどが優先され、十分に教育を受けられない女性も多い（撮影：渋谷敦志）

トを国家の優先課題に挙げている。グローバルな経済発展に向けて、
さらに緊密に連携を強化していきたい」と述べた。
　アフリカとアメリカ、日本の女性起業家らによるパネルディスカッ
ションでは、それぞれの起業
の経緯やビジネスを通じて目
指していることなどを紹介。
南アフリカのボンゲウェ・カ
リさんは「私たちのビジネス
で国を変え、可能性を花開
かせましょう」と力強く呼び
掛けた。

際社会がジェンダー平等を目指して取り組みを進める中、日本
とアメリカが共に動き出した。昨年12月、ジョー・バイデン副

大統領が来日した際に合意した「日米グローバル協力」の第一弾とし
て、横浜市で開催されたシンポジウムがその一例だ。
　昨年6月の第5回アフリカ開発会議（TICADV）で、「日アフリカ・ビ
ジネスウーマン交流プログラム」の実施を表明した日本。その一環とし
て行われた「アフリカ女性起業家支援セミナー」の対外発信の場とし
て、2月3日にこのシンポジウムが企画された。キャロライン・ケネディ
駐日米国大使は基調講演で、「日本とアメリカは女性のエンパワーメン

国

日米連携でアフリカの女性起業家パワーを引き出そう！

編集協力：目黒依子 上智大学名誉教授

女性だから、男性だから―。
先進国であれ、開発途上国であれ、社会のさまざまな制約に阻まれ、
全ての人が平等に力を発揮することが難しい現実がある。
この世界共通の課題解決に向けて、国際社会が進むべき道とは。

※国連開発計画（UNDP)が発表するジェンダー
不平等指数（GII：Gender Inequality Index）に基
づいた順位（参考：人間開発報告書2013）

　
２
０
１
２
年
10
月
、
衝
撃
的
な
ニ
ュ
ー
ス

が
世
界
中
を
駆
け
巡
っ
た
。

　
パ
キ
ス
タ
ン
の
15
歳
（
当
時
）
の
少
女
マ

ラ
ラ
・
ユ
ス
フ
ザ
イ
さ
ん
が
、
通
学
途
中
に

武
装
勢
力
に
銃
撃
さ
れ
た
。
ま
だ
中
学
生
の

彼
女
が
狙
わ
れ
た
理
由
は
、「
女
子
教
育
」
の

大
切
さ
を
訴
え
続
け
て
き
た
こ
と
。
外
で
働

く
の
は
男
性
、
女
性
は
家
庭
に
い
る
べ
き
と

い
っ
た
考
え
が
根
強
い
国
で
起
こ
っ
た
出
来

事
だ
っ
た
。

　
女
の
子
だ
か
ら
、
学
校
に
行
か
な
く
て
も

い
い
―
。
そ
ん
な
性
別
に
よ
る
壁
が
、
い
わ

ゆ
る
「
g
e
n
d
e
r
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）」
の

格
差
を
生
み
出
し
て
い
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と

は
、
男
性
、
女
性
と
い
う
生
物
学
的
な
「
s

e
x
（
セ
ッ
ク
ス
）」
に
対
し
て
、
社
会
的
・

文
化
的
に
つ
く
ら
れ
た
性
別
の
こ
と
。
男
女

の
役
割
や
関
係
性
を
示
す
も
の
で
、
政
治
、

教
育
、
就
労
、
結
婚
な
ど
に
お
い
て
偏
見
や

不
平
等
を
生
み
出
す
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
。

　「
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
欧
米
を
中
心
に
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
訴
え
る
運
動
が
活
発
化

し
て
き
ま
し
た
。
国
連
の
中
に
そ
の
問
題
に

つ
い
て
議
論
す
る
委
員
会
が
立
ち
上
が
っ
た

の
も
こ
の
こ
ろ
で
す
」
と
上
智
大
学
の
目
黒

依
子
名
誉
教
授
は
話
す
。
男
ら
し
さ
、
女
ら

し
さ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
、
男
だ
か
ら
、
女
だ

か
ら
と
い
う
意
識
や
感
情
が
、
社
会
の
中
に

さ
ま
ざ
ま
な
ひ
ず
み
を
生
ん
で
き
た
。
程
度

の
差
こ
そ
あ
れ
、
世
界
の
ど
こ
で
も
見
ら
れ

る
現
実
だ
。

　
だ
か
ら
と
い
っ
て
、「
女
性
は
か
わ
い
そ
う

な
存
在
」
と
い
う
こ
と
が
論
点
で
は
な
い
。

大
切
な
の
は
、
男
性
、
女
性
そ
れ
ぞ
れ
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
で
、
個
人
の
意
志
や
能
力
で

力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。
そ
の

た
め
に
は
、
男
女
の
役
割
や
関
係
性
に
縛
ら

れ
る
こ
と
な
く
、
既
存
の
制
度
や
仕
組
み
を

変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
ん
な
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
社
会
的
に
不
利
な
立
場
に

置
か
れ
が
ち
な
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

が
世
界
各
国
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
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を
駆
け
巡
っ
た
。

　
パ
キ
ス
タ
ン
の
15
歳
（
当
時
）
の
少
女
マ

ラ
ラ
・
ユ
ス
フ
ザ
イ
さ
ん
が
、
通
学
途
中
に

武
装
勢
力
に
銃
撃
さ
れ
た
。
ま
だ
中
学
生
の

彼
女
が
狙
わ
れ
た
理
由
は
、「
女
子
教
育
」
の

大
切
さ
を
訴
え
続
け
て
き
た
こ
と
。
外
で
働

く
の
は
男
性
、
女
性
は
家
庭
に
い
る
べ
き
と

い
っ
た
考
え
が
根
強
い
国
で
起
こ
っ
た
出
来

事
だ
っ
た
。

　
女
の
子
だ
か
ら
、
学
校
に
行
か
な
く
て
も

い
い
―
。
そ
ん
な
性
別
に
よ
る
壁
が
、
い
わ

ゆ
る
「
g
e
n
d
e
r
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）」
の

格
差
を
生
み
出
し
て
い
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と

は
、
男
性
、
女
性
と
い
う
生
物
学
的
な
「
s

e
x
（
セ
ッ
ク
ス
）」
に
対
し
て
、
社
会
的
・

文
化
的
に
つ
く
ら
れ
た
性
別
の
こ
と
。
男
女

の
役
割
や
関
係
性
を
示
す
も
の
で
、
政
治
、

教
育
、
就
労
、
結
婚
な
ど
に
お
い
て
偏
見
や

不
平
等
を
生
み
出
す
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
。

　「
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
欧
米
を
中
心
に
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
訴
え
る
運
動
が
活
発
化

し
て
き
ま
し
た
。
国
連
の
中
に
そ
の
問
題
に

つ
い
て
議
論
す
る
委
員
会
が
立
ち
上
が
っ
た

の
も
こ
の
こ
ろ
で
す
」
と
上
智
大
学
の
目
黒

依
子
名
誉
教
授
は
話
す
。
男
ら
し
さ
、
女
ら

し
さ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
、
男
だ
か
ら
、
女
だ

か
ら
と
い
う
意
識
や
感
情
が
、
社
会
の
中
に

さ
ま
ざ
ま
な
ひ
ず
み
を
生
ん
で
き
た
。
程
度

の
差
こ
そ
あ
れ
、
世
界
の
ど
こ
で
も
見
ら
れ

る
現
実
だ
。

　
だ
か
ら
と
い
っ
て
、「
女
性
は
か
わ
い
そ
う

な
存
在
」
と
い
う
こ
と
が
論
点
で
は
な
い
。

大
切
な
の
は
、
男
性
、
女
性
そ
れ
ぞ
れ
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
で
、
個
人
の
意
志
や
能
力
で

力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。
そ
の

た
め
に
は
、
男
女
の
役
割
や
関
係
性
に
縛
ら

れ
る
こ
と
な
く
、
既
存
の
制
度
や
仕
組
み
を

変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
ん
な
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
社
会
的
に
不
利
な
立
場
に

置
か
れ
が
ち
な
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

が
世
界
各
国
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
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妊産婦死亡率
（10万人中）

15～19歳の妊娠率
（1,000人中）

女性の国会議員の
議席数の割合

女性の中等教育以上の
就学率（25歳以上）

女性の労働市場への参加率
（15歳以上）

4人　　　    6.5人
44.7％　   84.4％
59.4％

スウェーデン

5人　　　   9.3人
42.5％　  100％
55.9％

フィンランド

460人　　 99.6人
27.6％　   5.8％
15.7％

147位

アフガニスタン

ジェンダーが
平等な国はどこ！？


